
l川川l川川川11川川11川川11川川川川11川川川川11川川川1川川川川lけ川川11川川川川11川川川l川川川川i川川川11川川川11川川川11川川附11川川川川11川川川11州川l川川川川川川11川川川川11川川川11川川川川川l川川川川川11川山川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川l川川川川11川川11川川11川川l川川川(川川州川州11川川川l川川川川川川川11川川11川11庖 鋸縮錨11川川11州111川川川11川川l川川11川川川11川川川11川川11川11川11川川11川11川l川l川11川川11川川11川川11州川11川川l川川1川11川川11川川11川川11川川川川川11川川川川11川川川l川川川!川川川11川川11川川川11川川11川川川川川11川川川川11川川川l川川川11川11川川11川11川11川川11川川川11川川11川l川川11川川川11川川11川川11川川11川川l川川川川川川11川川川川l川川川川i川川山11川川11川川11川川11川川l川刊11川川川11川川l川川11川川川11川川川11川川11川11川川11州川1引川川川11川川11川川川川11川川川川川l川川川川川i川川川川11川川川11川川11川川11川川l川川川川川川11川川川川11川川川1川川川11川11川11川11川11州川川川川11川川川川l川川川川11川川iけ川11川川11川川11川川1川川川川川川11川川川川11川川川l川川川11川川11川川11川11川1川州川川州川lハ川川川川11山川川l川川川11川11川川川11川川11川川川11川川11川川11川11川l川川11川川11川川11川川川11川川11川川川川川!日川川川川11川川川11川川l川川i川川11川川11川11川l川l 

⑧令、めう C
第 259号

l Z7年2月号
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|町の動き 1(3月1日現在)

・人 口 10，681人(+10人)

・男子 5，042人(+3人)

・女子 5，639人(+7人)

・世帯数 3，463戸(-1戸)

( )内前月比
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川
内
問
・
重
信
問

図

図

図
3月5日

三
月
五
日
、
「
川
内
町

・
重
信

町
消
防
出
初
式
」
が
重
信
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
両
町
消
防
団
員
、

東
温
消
防
署
員
を
は
じ
め
、
東
温

防
火
管
理
者
連
絡
協
議
会
、
田
窪

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
南
吉
井
小
学

校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
北
吉
井
幼

稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
な
ど
約
八

百
名
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

観
聞
を
受
け
た
あ
と
、
防
火
演

技
、
ポ
ン
プ
操
法
、
消
火
訓
練
、

救
助
訓
練
な
ど
、
日
ご
ろ
の
消
防

訓
練
の
成
果
を
き
び
き
び
と
し
た

動
き
で
次
々
に
披
露
し
、
来
賓
や

見
物
の
方
か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
浴

び
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
で
は
、
功
労
の
あ

っ
た
消
防
関
係
者
へ
の
表
彰
状
・

感
謝
状
の
授
与
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お

り
で
す
。

(
敬
称
略
)

O
愛
媛
県
知
事
表
彰

表

彰

旗

川

内

町

消

防

団

第

五

分

団

分

団

長

渡

部

徹

第
八
分
団
副
分
団
長
松
本
則
昭

第

四

分

団

団

員

園

庚

勝

。
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

第
三
分
団
分
団
長
高
須
賀
信
一

勤
続
章

本

部

団

員

中

島

幸

一

第

一
分

団

団

員

村

上

祐

一

第

二

分

団

団

員

近

藤

一
紀

第
三
分
団
副
分
団
長
菅
野
隆
一房

第

四

分

団

班

長

村

上

笑

男

第

四

分

団

班

長

佐

伯

豊

第

五

分

団

団

員

大

野

孝

第

六

分

団

班

長

相

原

久

雄

第

六

分

団

団

員

溢

谷

忠

良

第
七
分
団
団
員
高
須
賀
伸
行

第

七

分

団

団

員

渡

部

俊

示

第

八

分

団

班

長

小

倉

重

雄

O
中
央
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

本

部

班

長

緒

方

光

男

第
一
分
団
班
長
長
曽
我
部
一
清

第
二
分
団
団
員
佐
々
木
義
虞

第

二

分

団

団

員

近

藤

賓

第

三

分

団

班

長

八

木

忠

幸

第

三

分

団

団

員

菅

野

哲

三

第

三

分

団

団

員

菅

野

晴

一

第
四
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

O
川
内
町
長
表
彰

本
部
団
員

本
部
団
員

第

一
分
団
団
員

第

一
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
二
分
団
団
員

第
三
一分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
三
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
四
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
五
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
六
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
七
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

第
八
分
団
団
員

堀渡今
川 部 井

雄英好
三樹雄

2 

菅高露菅坂山加八佐竹花佐佐神白八佐佐近奥字近 青
野須口野口内藤木伯井山伯伯野戸木伯伯藤村和藤野
賀 川

睦 守正 昌正清光 政康正新義敏俊達祥朝雅和伸
志哲忠文洋志志 一 雄修夫雄二市雄範 二 夫夫美克明 一

O
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

〈
精
績
章
〉

本

部

副

団

長

重

松

〈
勤
続
章
〉

第
二
分

団

分

団

長

寺

川

健

治

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 5怠



消

防

て
消
防
団
と
は

「自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分

で
守
る
」
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

消
防
団
員
は
昼
夜
を
と
わ
ず
、
地

域
の
方
の
生
命
、
財
産
を
火
災
か

ら
保
護
す
る
と
と
も
に
、
大
火
災

ま
た
は
地
震
等
の
災
害
に
因
る
被

害
を
軽
減
す
る
こ
と
を
以
っ
て
そ

の
任
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

二
、
年
間
行
事

O
消
防
出
初
式
(
三
月
の
第
一
日

曜
日
)

O
防
火
デ

l
行
事
(
十
一
月
中
の

日
曜
日
)

O
年
末
夜
警
(
十
二
月
二
十
五
日

か
ら
三
十
日
)

そ
の
他
、
水
火
災
の
出
動
や
教

育
訓
練
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

三
、
消
防
団
の
処
遇

。
報
酬
及
び
出
動
手
当
・:

消
防
団
員
は
、
そ
の
活
動
に
対

す
る
給
与
で
生
活
す
る
職
務
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
労
に
報
い

る
為
、
報
酬
と
水
火
災
及
び
訓
練

等
の
職
務
に
従
事
し
た
場
合
、
そ

の
費
用
弁
償
と
し
て
出
動
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

O
公
務
災
害
補
償

団

紹

介

公
務
中
の
け
が
等
に
対
し
て
は
、

そ
の
損
害
を
補
償
す
る
為
、
公
務

災
害
補
償
が
あ
り
ま
す
。

O
退
職
報
償
金

消
防
団
員
の
多
年
に
わ
た
る
労

苦
に
対
す
る
慰
労
金
と
し
て
、
五

年
以
上
勤
め
た
方
に
支
給
さ
れ
ま

す。O
表
彰

団
員
及
び
退
職
消
防
団
員
の
方

に
表
彰
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

四
、
消
防
団
員
の
福
祉

O
福
祉
共
済
制
度

公
務
又
は
、
公
務
外
で
入
院
、

死
亡
さ
れ
た
方
に
支
給
さ
れ
ま
す

0

0
火
災
共
済

団
員
は
、
年
額
千
円
で
火
災
共

済
に
加
入
し
、
も
し
も
の
時
は
、

保
険
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

五
、
消
防
団
の
組
織

本
部
及
び
八
分
団
か
ら
な
り
、

現
在
、
団
員
三
百
十
六
名
で
、
平

均
年
齢
は
四
十
、
三
才
で
す
。

入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
、
お
問

い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
か
地
元
消

防
団
員
さ
ん
に
わ
願
い
い
た
し
ま

す。
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三軒屋音回線道路改良

工事請負契約など

2月23日

一
一
月
臨
時
町
議
会
が
、
二
月
二

十
三
日
開
会
し
、
工
事
請
負
案
件

二
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

議

案

O
平
成
六
年
度
緊
急
地
方
道
路
整

備
事
業
三
軒
屋
音
回
線
道
路
改

良
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い

て

五

五

、
三
一
一
千
円

。
平
成
六
年
度
高
速
自
動
車
道
周

辺
整
備
対
策
事
業
相
ノ
川
線
道

路
改
良
第
二
工
区
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

五
二
、
五

O
O千
円

(
一
七
、

一
七
一
千
円
増
)

平
成
七
年
度
の
当
初
予
算
な
ど

を
審
議
す
る
三
月
定
例
町
議
会
は

三
月
十
日
か
ら
+
七
日
ま
で
の
八

日
間
に
わ
た
っ
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
七
年

度

一
般
会
計
並
び
に
特
別
会
計
予

算
を
は
じ
め
、
川
内
町
税
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
二
十
一
議
案
等
を

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

補

正

予

算

O
一
般
会
計

補
正
総
額
四
三
六
、
七
九
九
千
円

於
十
志
主

5
5
4
8
 

五
、
二

一
一
、
六

O
七
千
円

。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
総
額

一
九
、
四
七
三
千
円

累
計
総
額
七
一

O
、
O
八
O
千
円

。
簡
易
水
道
特
別
会
計

補
正
総
額
ム
二
、

一
O
O千
円

累
計
総
額
二
七
六
、
三
九
一
千
円

¥
当
初
予
算
二

般
議
案
等
は
、
/

/

四

月

号

へ

つ

づ

く

¥

片
山
益
男
議
員

本
会
議
で
陳
謝

3 

片
山
益
男
議
員
の
後
援
会
報
の

記
事
の
一
部
に
不
適
切
な
記
述
が

あ
っ
た
と
片
山
議
員
自
ら
が
、
十

日
開
会
の
三
月
定
例
本
会
議
で
陳

謝
し
ま
し
た
。
陳
謝
内
容
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

「今
度
、
私
と
私
の
後
援
会
が
発

行
し
て
お
り
ま
す

『片
山
ま
す
お

公
世
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
記
事
の
中

の

一
部
に
議
会
の
皆
様
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
様
な
記
述
や

町
民
の
皆
様
に
誤
解
を
与
え
る
様

な
不
適
切
な
記
述
個
所
が
あ
り
ま

し
た
事
を
大
変
遺
憾
に
思
い
、
守
一
誠

に
申
し
訳
な
い
事
で
あ
っ
た
』
と

A
7
深
く
反
省
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
お
き
ま
し
で
は
、
再
度

こ
の
様
な
こ
と
が
無
き
様
、
充
分
、

注
意
致
し
ま
す
と
共
に
、
ご
迷
惑

を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
議
員
の

皆
様
並
び
に
町
民
の
皆
様
に
深
く

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
し
て
お
断
り

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
己



天i特¥
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を

く

虫

か
ら
守
る
た
め
に
③
』

松
く
い
虫
防
除
の
重
要
性
を
よ

く
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
「
松

く
い
虫
被
害
対
策
」
に
関
す
る
特

集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
第
3

回
は
、
「
松
く
い
虫
防
除
に
関
す

る
意
向
調
査
」
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

〈
松
く
い
虫
防
除
に
関
す
る

意
向
調
査
〉

公
益
的
機
能
の
高
い
松
林
を
松

く
い
虫
被
害
か
ら
守
る
た
め
、
町

で
は
特
別
防
除
(
薬
剤
空
中
散

布
)
、
地
上
散
布
、
伐
採
駆
除
等

を
実
施
し
て
お
り
、
松
く
い
虫
被

害
は
年
々
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
は
前
回
の
特
集
記
事
の
中
で

お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。
広

域
の
松
林
を
効
率
的
か
つ
経
済
的

に
松
く
い
虫
被
害
か
ら
予
防
す
る

特
別
防
除
に
よ
る
松
く
い
虫
防
除

効
果
は
、
無
散
布
区
域
で
松
林
が

ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
十
分
認
め
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
近
年
自
然
環
境
や
生
活

環
境
の
保
全
に
対
す
る
社
会
的
関

心
が
高
ま
る
中
で
、
生
物
の
生
態

系
や
環
境
に
与
え
る
影
響
等
に
対

す
る
懸
念
か
ら
、
ゴ
ル
フ
場
に
お

け
る
除
草
剤
や
殺
虫
剤
等
の
農
薬

使
用
、
松
く
い
虫
防
除
事
業
(
と

り
わ
け
薬
剤
空
中
散
布
)
に
お
け

る
農
薬
使
用
等
に
対
す
る
住
民
の

関
心
は
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
町
で
は
松
く
い
虫

被
害
の
発
生
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
、
散
布
区
域
、
散
布
面
積
の
見

直
し
を
毎
年
実
施
し
、
必
要
最
小

限
度
の
薬
剤
散
布
に
努
め
て
お
り

ま
す
。さ

ら
に
、
今
後
と
も
松
く
い
虫

防
除
事
業
を
適
正
円
滑
に
実
施
す

る
た
め
、
松
く
い
虫
防
除
事
業
の

直
接
の
受
益
者
で
あ
る
松
林
の
所

有
者
等
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、

今
後
の
松
く
い
虫
防
除
事
業
に
つ

い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
「
松
く
い
虫
防
除
事
業
に
関

す
る
意
向
調
査
」
を
次
の
と
お
り

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

・
調
査
時
期

平
成
6
年
叩
月

.
調
査
方
法

郵
送
に
よ
り
調
査
用
紙
を
配
布

し
、
調
査
終
了
後
郵
送
に
よ
り
回

収
し
ま
し
た
。

・
調
査
対
象
者

空
中
散
布
事
業
対
象
松
林
の
所

有
者
(
管
理
者
)
町
名

-
回
答
者
数
、
回
答
率

日

名

部

.
1
%

・
調
査
内
容
及
び
結
果

意
向
調
査
の
内
容
及
び
結
果
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

松
林
所
有
者
の
約
9
割
は
、
近

年
松
く
い
虫
被
害
が
減
少
す
る
傾

向
に
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
薬
剤
空

中
散
布
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

約
8
割
の
松
林
所
有
者
は
、
平

成
7
年
度
以
降
の
薬
剤
空
中
散
布

の
実
施
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
そ

の
内
、
約
9
割
の
松
林
所
有
者
は
、

松
く
い
虫
被
害
対
策
特
別
措
置
法

が
期
限
切
れ
と
な
る
平
成
8
年
度

以
降
に
つ
い
て
も
薬
剤
空
中
散
布

の
実
施
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
は
自
己
負
担
な
し

で
実
施
さ
れ
て
い
る
薬
剤
空
中
散

布
に
つ
い
て
、
将
来
い
く
ら
か
の

負
担
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
で
も

薬
剤
空
中
散
布
の
実
施
を
希
望
す

る
松
林
所
有
者
は
、
現
在
の
森

林
・
林
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
経

営
状
況
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
平
成
7
年
度
以
降
の
薬

剤
空
中
散
布
の
実
施
を
希
望
し
な

い
と
回
答
し
た
松
林
所
有
者
の
多

く
は
、
薬
剤
空
中
散
布
に
よ
る
防

除
効
果
に
つ
い
て
は
認
め
て
い
る

も
の
の
、
生
活
環
境
等
へ
の
影
響

を
懸
念
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

薬
剤
空
中
散
布
に
よ
る
生
活
環

境
等
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
約

日
%
の
松
林
所
有
者
が
影
響
は
な

い
と
回
答
し
て
お
り
、
影
響
が
あ

る
と
し
た
も
の
は
、
汀
%
で
し
た
。

松
林
所
有
者
の
多
く
は
、
日
頃
農

業
に
も
従
事
し
て
お
り
、
使
用
薬

剤
の
安
全
性
に
対
す
る
認
識
が
深

い
こ
と
、
ま
た
、
十
数
年
来
の
本

町
に
お
け
る
薬
剤
空
中
散
布
の
実

施
状
況
等
か
ら
こ
う
し
た
結
果
に

な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
生
活
環
境
等
へ
与
え
る

具
体
的
影
響
に
つ
い
て
は
、
生
物

の
生
態
系
、
大
気
、
水
質
、
人
体
、

土
壌
等
へ
の
影
響
が
あ
る
と
し
た

回
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
川
内
町

に
お
け
る
生
活
環
境
等
へ
の
具
体

的
な
影
響
事
例
に
つ
い
て
は
回
答

者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

松くい虫防除事業に関する意向調査結果

北方・前松瀬川地区の松林における近年の松くい虫被害の発生状況について、松くい虫防除薬膏Ij空中散布事業を開始した昭和
57年当時と比べて、あなたはどのように思われますか。

回答者数 回 答 率
非常に被害が減少した。 39名 66.1% 
少し被害が減少した。 14名 23.7% 
被害はあまりかわらなし"0 l~〆1.7%
少し被害が増加した。 。名 0.0% 
非常に被害が増加lした。 。名 0.0% 
わか ら なし、名 5.1 % 
その他 2名 3.4% 

北方・前松瀬川地区の松林において現在実施している松くい虫防除薬剤空中散布事業の効果について、あなたはどのように思
われますか。

4-

間 1

1
2
3
4
5
6
7
 

問 2



回答率
66.1 % 
22.0% 。0%

1.7% 
0.0% 
8.5% 
1.7% 

凶答者数
39名
13名
0名
1名
O名
5名
1名

非常に効果がある。
少しは効果がある。
とちらともし、えなし」

あまり効果がない。

全く効果がない。
わからない。
その他

1i
ワ
Q
n
d
A
U
A
に
d
n
h
U
ヴ

Ja

恒l答率

49.2% 
27.1 % 
11.9% 
6.8% 
1.7% 
3.4% 。0%

M答者数

29名
16名
7名
4名
1'I〆t

2名
。名

来年 度以降の松くい虫防除薬剤空中散布事業の実施について 、あなたはどのように思われますか。

是非実施 して欲しし、。

できれば実施して欲しい。
どちらでもよい。

できれば実施して欲しくない。

絶対に実施して欲しくない。

わからない。

そのイ也

問 3

1
η
4
q
u
A斗
A
Fb
ハ
h
υ
η
i

間 3で、 1ま た は 2と回答され た方だけ、問 4 ・問 5にお答え下さい。

問 4 現在の松くい虫防除薬剤空中散布事業は、平成 B年度(根拠法令である「松くい虫被害対策特別措置法」の立法期間)まで実
施 予定となっておりますが、あなたは事業の実施をいつまで希望されますか。

恒l答率
8.9% 

66.7% 
24.4% 
0.0% 。.0%

回答者数
4名

30名
11名
0名
OYI 

平成 8年度まで実施して欲しし、。

法律が延長されれば、平成 8年度以降も実施して欲しい。

法律が延長されなくても、町単独事業等により平成 8年度以降も実施して欲しし」
わからない。

その 他

1

2

3

4

4

5

 

現 在の松くい虫防除薬剤空宇散布事業は、事業費の全てを国・県・田Iで負担していますが、今後、松林の所有者等に対して事
業費の 部負担を求められた場合、あなたはどうされますか。

事業費を一部負担.<13.000円 /ha程度)するので、空中散布事業を 実 施 し た い。
事業費 を一 部 負 担 (10.400円/ha程度)するので、空中散布事業を実施したい。

事業費を一部負担(5.200円/ha程度)する、ので、宅中散布事業を実施したい。
事業費を負担してまでは、空中青士布を実施 したくなし、。

わからなし~
その他

凶答率

8.9% 
8.9% 

33.3% 
37.8% 
11.1 % 。0%

凶答者数
4名
4名

15名
17名
5名

01'， 

問 5

ーょっ
u
qU
4
4
R
d
n
b

担|答率

16.7% 
16.7% 
0.0% 

66.7% 
0.0% 
0.0% 。0%

凶答者数

1名
I名
口名
4;/'， 
0名
0名
0名

問 3で、 4または 5と回答され た方だけ、問 6にお答え下さし、。

問 6 松くい虫防除薬剤空中散布事業の実施を希望されない理由は何ですか。
(複数回答可)

松くい虫による被害が少なくなり、防除する必要がないから o

~中散布では防除効果が十分でないから。
他の方法で十分|坊除できるから。(具体的に.回答者なし)
生活環境に影響を与えるから。

松林を守る必要がないから。
わ からない。

そのf也

1

2

3

4

5

6

7

 

松くい虫防除薬剤空中散布事業が生活環境等に影響を与えるのではないか、という意見カ、ありますが、あなたはどのように思
わ れますか。

凶答キ1

15.3% 
49.2% 
11.9% 
5.1 % 

16.9% 
1.7% 

回答者数

9名
29名
7名
3名
10名
11'， 

全く影響はない。
あまり景三響iはない。

少し影響がある O

非常に影響がある。

わからない。

その他

問 7

1
4
η
L
Q
U
A時
A
k
u
p
b

問 7で、 3ま た は 4と回答され た方だけ、問 Bにお答え下さし、。

間 8 松くい虫!訪 除 薬 剤 空 中 散布事業による生活環境等への影響について、具体的に何に影響力、あるとあなたは思われますか o (複

数回答可)
凶答率

18.2% 
9.1% 

18.2% 。0%

36.4 % 
18.2% 
0.0% 。0%

回答者数

4名
2名
41'， 
O名

81'， 
4名
Oず1

0名

1 大気への影響

Z 土撲への影響

3 水質への影響
4 農 産物への影響

5 植物、動物、昆虫等への影響

6 人 体への影響

7 そのf也
8 無 回答等

川内田丁における生活環境等への影響について、具体的事例があればご記入下さい。

(回答者なし)

松くい虫防除薬剤空中散布事業(実施時期、実施区域、実施方法等)、事業に伴う被害防止対策 ・安全対策、その他の防除事
業等について、ご意見 ・ご要望があればご記入下さし、。
空中散布以外に防除方法はないのですかっ杉・桧等を除けば松は少しのように官、うのですが。

現在実施している方法でよい。
近年被 害 が 少 な く な り 、もう中止してもよいのではないか。
自己 負担しでも自然、を守りたい気持ちはあるが、現状では自然を守るのがやっと、 部にもせよ自己負担する余力は全くない

ことを御理解願し、たし」

影響調査のため早朝山へ登り調査紙を置き、又回収など苦労が大きいのではないか。
生 活環境への影響等、安 全対策については、研究と検討を十分にお願し 3したい。
自扶の保護 (松林の保護)の上で、 2竺散事業は是非継続して欲しし、。平地の畑作、稲作の薬剤散布に比較し、山地、核地の空

散はその比でない『
実施の時期、方法等は適切 で あ り 、 ま た 被 害 防 止 対 策 ・ 安 全 対 策等についても、十分配慮せられていると思います。

今年度実施した要領で実施して欲しい。住民に充分御理解1頁き、散布にあたっては最替の注窓をはらって実施をおぬい、致しま

す 。

今迄の方法でよい。
我々 一般町民は専門的知識に疎く、生活環境等への影響の有拒については不 明。最近の調査結果を公表して貰 い、その後の(こ

のような)判断資 料作成を望む。

従来 通りの実施方法でよろしいと思います。

薬剤散布は中止 して欲ししL

5-

問 9



2月18日、川上幼稚園と川内保育

園でおゅうぎ会が開催されました。

ステージいっぱい使って演技する

園児の熱気が伝わってくるイキイキ

ぉゅうぎ会でした。

温泉郡老人クラブ連合会砂

三町交歓研修会

2月20目、中央公民館で温泉郡三町の

老人クラブが一堂に会しての研修会が開

催されました。

研修会では、意見発表、記念講演会が

行われ、最後に懇親会もあり、楽しく交

歓できました。

力メ三ヲ

レポ'-f-

4 おゅうぎ会.... 

‘会長杯バレーボール大会

2月19日、勤労者体育センターで会長

杯バレ ボル大会が開催されました。

成績は以下のとおりです。

(男子)

優勝十全バレー

準優勝町東部

第3位 フライタークス

(女子)

優勝川内クラブ

準優勝南方東部

第3位愛球会

伎
や
げ
ロ
色
気
、EU
使

7
1島

丸
い

-6ー



川上小学校学習発表会砂

2月26目、川上小学校で学習発表会が

行われました。

今年は、低学年を多目的教室、高学年

を体育館と会場を 2つに分けてより充実

した内容の発表会になっていました。

ボランティアネットワーク砂

推進フォーラム

3月6目、中央公民館でホ、ランティアネッ

トワーク推進フォーラムが聞かれました。

いろいろなボランティアグループ、個人カず

集まり、ボランティア活動のネットワーク作

りについて話し合われました。

-7-

‘わらび座公演

3月5日、 I11上小学校体育館で

960名の入場者を集め、わらび座の

公演カf行われました。

沖揚げ音頭、ハイヤ節、三宅島

太鼓など躍動感あふれるステージ

の連続に、時間の経つのを忘れて

見入っていました。

‘地下空間利用技術検討委員会

3月7目、中央公民館で地下空間利用技術

検討委員会が聞かれました。

岩盤冷蔵庫、食品加工地下工場などの規模、

工事費の積算と、より具体的に地下の利用に

ついて検;討されました。



• 

県政発足記念日知事表彰受賞砂

県政発足記念日の 2月20日、県政の進展に

功績のあった人をたたえる知事表彰式が県庁

正庁で行われ、川内町議会議長梅崎進さん

が地方自治功労で表彰されました。

• 
わが家め愛ドIし 〈満1歳です/よろしく〉

満 1i震を迎えられる赤ちゃんの写真と

コメントを募集します。コメントには

名前、住所、生年月日、両親の名前、

赤ちゃんを紹介する簡単な言葉をそえ

て、誕生日の前月末までに役場総務課

広報係まて喰送って下さい。

どちらもオスなのに

けんかはしない。

‘動物みな兄弟!?

(茶堂)
ハjレ力

渡部暖花さん

長女 (3月10日生)

父 ・昭二母 ・由美子

芸もふえ、だんだん面白く

なりました。すくすく元気

で、心の暖かい子になって

ね。

K氏宅では、昨年末、野生化したニワトリが

裏山からひょっこりおりてきて、愛犬と仲よく

生活するようになったという。

写真のように、犬の周りをニワトリがし、った

りきたりしても、犬は 「我、関せず」である。

おまけに犬小屋でいっしょに一休みすることも

しばしば。

仲がよいのはいいが、毎朝のコケコッコーに

は、犬も K氏も少々酔易しているそうである。

-8-



鎗
怠
ネ
ッ
ト
ワ
!
っ

昨
年
の
異
常
渇
水
の
こ
ろ
、
川

内
町
の
水
は
ど
こ
か
ら
来
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
?
、
川
内
町
の
水
は

だ
い
じ
よ
う
ぷ
、
だ
ろ
う
か
(
渇
水

に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
)
と
い
う

こ
と
が
こ
こ
六
年
松
組
で
話
題
と

な
り
、
さ
っ
そ
く
ク
ラ
ス
全

員
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
ク
ラ
ス
全
員
で
調

H

査
し
た
水
事
情
を
新
聞
に
ま

ー

と
め
た
の
が
女
の
子
七
人
の

-

新
聞
部
員
で
、
こ
の
た
び
第

一

十
八
回
愛
媛

・
学
校
新
聞
コ

一

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
み
ご
と

-

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

.
u‘‘

 

新
聞
は
畳
二
畳
分
も
あ
る

『

大
作
と
い
う
。
(
残
念
な
が

一

ら
受
賞
作
品
は
現
在
松
山
で

一

ji--
一

展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
見
れ

臨

な
か
っ
た
)
こ
の
水
事
情
を
探
っ

た
記
事
の
取
材
は
、
尋
常
で
な
い
。

土
曜
日
、
日
曜
日
、
放
課
後
と
空

い
て
い
る
時
間
は
み
ん
な
で
手
分

け
し
て
調
べ
て
い
る
。
渇
水
の
ひ

ど
か
っ
た
石
手
川
ダ
ム
へ
も
曽
我

部
先
生
(
担
任
)
と
い
っ
し
ょ
に

視
察
し
、
松
山
市
の
水
事
情
を
知

るり・を市たる
とこ・試在りた
いん・み f主 、め
うで・たの隣
果担り方り松
耳女当 、々 回I山
な者 J にの市
行に A イ重の
動直やン信子
力接役タ町と
で取場ピや文
周材ヘユ松通
りすの・l山し

を
驚
か
し
た
り
も
し
た
。

ま
た
、
川
内
町
住
民
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
り
、
水
に
対
す
る
意
識

調
査
も
行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
中

で
、
川
内
町
の
水
は
、
面
河
ダ
ム

か
ら
来
て
い
る
と
答
え
た
人
が
い

る
の
に
、
驚
い
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
徹
底
し
た
調
査
研

たい力 を ・・・・・・・・Ef C ・な心多で究
ー いに取子 l クい配くあを
日か驚材供ともががか将 あをわのも回ラくだ、るま
でげかすた。水消ど 」 来最る考め水身のスらつ最がと
しんさるち がえんとだ後 O えてが近取全いた初、め
たされ うの 不てどのパに さだ生かり員だけは 「 た

O を、ち新 足ゅん間 t -， せいきな組でつど埋書の
思自 に聞 す け建 い 川 らじて水み取た、まくが
い分、作 るばちに子内 れでゆ、でり 」 最 る ス 今
知のそり の、、、 7 町 たあくあ 、組と後かぺ回
ら取のの で川田 「 ぶの よる上たもんもはど l の
さ材取過 は内ん工で水 うこでりつだ。足うス新
れの 材程 」町ぽ場すは でとき前と今 りかが聞

J

弓
4
ド
サ
ー
ク
ル
紹
介

2
2
i
1
1
1
1
r
J
2
3
3
3
3
3
J

一

川
内
連
句
会

一

世
現
在
会
員
は
五
名
、
毎
月
二

歌
仙
は
、
表
六
旬
、
裏
十
二
旬
、
十

-
一
十
日
が
定
例
会
で
す
が
、
活
動
名
残
り
の
表
十
二
旬
、
名
残
り
間

十
は
町
内
に
と
ど
ま
h
ノず
、
国
民
裏
六
旬
、
合
計
三
十
六
句
か
ら
時

間
文
化
祭
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
成
り
立
っ
て
い
る
。
一
番
は
じ
戸

日

「連
句
」
と

は

?

め

の

句

を

「

発

句

」

(
こ
の
出
守

的
日
本
古
来
の
文
学
で
あ
っ
た
発
の
句
が
独
立
し
て
俳
句
と
な
尚

一
一
連
歌
の
俳
譜
の
部
分
が
形
式
づ
る
)
最
後
の
句
を
「
揚
句
」
そ
吋

人
一
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
よ
く
し
て
月
花
の
定
座
が
あ
り
、
花
消

印
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
俳
句
の
が
二
か
所
と
月
が
三
か
所
で
、
吋

川
町
自
の
文
学
、
孤
の
文
学
に
対
し
「
二
花
三
月
」
と

い

う

。

「

l
i

て
連
句
は
、
和
の
文
学
、
座
の
作
品
を
作
る
こ
と
を
巻
く
と
旬

、
"
文
学
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
い
、
一
巻
の
中
に
は
春
夏
秋
世

向
形
式
は
種
々
あ
る
が
現
在
歌
冬
の
四
季
を
揃
え
、
そ
の
聞
は
町

一
"
仙
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
無
季
「
雑
」
の
句
で
つ
な
ぐ
。

γ

巧
司
圃
圃

・
関
守

1川

(
こ
の
雑
の
句
が
独
立
し
た
の
一

明

r
副

司
圃
明

v

が

川

柳

で

す

)

十

町

一
一
一

r

寸

JF

「
花
を
持
た
ず
」

「
揚
句
の
尚

一

二

一

九

萌

ず

果
て
に
」

「
け
り
を
つ
け
る
」
一

白

l
4
1
y
h
M
E
F
N
F
-
と
い
っ
た
こ
と
ば
の
語
源
は
、
戸

》

i
ll

・E

J一
炉

俳
譜
に
あ
り
ま
す
。

「来
る
者
日

時
国

園

圃

圃

R
t止
は
拒
ま
ず
」
芭
蕉
の
俳
譜
を
越
昨

日
司
川
村

.

.

.

.
 
，

一

ぇ
、
平
成
の
俳
譜
に
挑
戦
し
て
吋

出

-

h

川・・・・・・固
に長

ー-
f
(
{一一一

F
I
J

I

‘

F

三

者

園

調

は

湖
Fi
a

見
ま
せ
ん
か
。

間

同
一

・
明
、

川
町

U
J
-

問
い
合
わ
せ
先
戒
能
多
喜
江
何

世
一

関

F
dい

宮
⑮
三

O
九
六
ザ

9一



同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を

願
っ
て

|教育委員会|

今
回
も
前
号
に
引
き
続
き
平
成

六
年
度
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
で
、
松
山
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
管
内
で
優
秀
特
別
賞
(
愛
媛

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
賞
)

を
受
賞
し
た
川
内
中
学
校
二
年
生

野
中
ふ
み
さ
ん
の
作
文
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。

日
に
つ
く
表
面
的
な
差
別
は
だ

れ
も
が
気
づ
く
が
、
自
に
見
え
な

い
身
近
な
差
別
に
は
気
づ
き
に
く

い
、
そ
の
差
別
を
自
分
な
り
に
と

ら
え
自
白
変
容
し
て
い
る
姿
を
こ

の
作
文
か
ら
読
み
と
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

「
日
に
見
え
な
い
差
別
」

川内中学校 2年

野中ふみ

目
に
つ
く
も
の
だ
け
が
差
別
な

の
だ
ろ
う
か
。
周
り
の
人
か
ら
批

判
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
だ
け
が
差

別
な
の
だ
ろ
う
か
。
差
別
っ
て
ど

ん
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。
と
、
時
々

考
え
る
こ
と
が
あ
る
。
改
め
て
、

差
別
に
つ
い
て
聞
か
れ
で
も
、
私

は
う
ま
く
答
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
で
も
一
つ
思
う
こ
と
は
、
考

え
る
よ
り
も
ず
っ
と
差
別
っ
て
身

近
な
所
に
あ
る
と
思
う
。
も
っ
と

私
た
ち
の
周
り
に
あ
る
と
思
う
。

見
え
な
い
だ
け
で
も
っ
と
も
っ

と
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思
う
。

「
私
、
あ
の
人
の
こ
と
嫌
い
よ
。
」

私
は
、
毎
日
の
よ
う
に
こ
の
言
葉

を
聞
く
。
多
分
、
誰
も
が
よ
く
聞

く
言
葉
だ
ろ
う
。
よ
く
聞
く
か
ら
、

普
通
の
会
話
の
よ
う
に
聞
い
て
い

る
け
れ
ど
、
私
は
こ
の
一
言
も
差

別
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
私
は
、
今

ま
で
た
く
さ
ん
の
人
を
差
別
し
た

し
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
差
別
さ

れ
て
き
た
だ
ろ
う
。

何
ヶ
月
か
前
に
、
私
は
こ
ん
な

経
験
を
し
た
。
あ
る
私
と
仲
の
い

い
A
さ
ん
が
私
の
所
へ
や
っ
て
き

て、

B
さ
ん
達
が
私
の
悪
口
を

言
っ
て
い
る
と
教
え
て
く
れ
た
。

理
由
を

A
さ
ん
に
聞
い
て
み
る

と
、
ど
う
も
私
が
い
い
こ
ぶ
っ
て

い
る
か
ら
気
に
入
ら
な
い
の
だ
そ

う
だ
。
私
は
そ
れ
を
聞
い
て
、
と

て
も
悲
し
く
な
っ
た
。
自
分
で
は
、

い
い
こ
ぶ
っ
て
る
つ
も
り
は
な
い

し
、
ま
し
て
、
人
か
ら
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
思
わ
れ
て
い
る
と
も
思

わ
な
か
っ
た
。
人
か
ら
悪
口
を
言

わ
れ
る
だ
な
ん
て
、
私
は
す
ご
く

嫌
な
奴
じ
ゃ
な
い
の
か
、
謝
ろ
う

か
、
ど
こ
を
直
せ
ば
い
い
の
か
と
、

そ
の
日
は
そ
ん
な
こ
と
ば
か
り
が

頭
を
回
っ
て
、
気
分
が
落
ち
つ
か

ず

一
人
で
シ
ュ
ン
と
し
て
い
た
。

け
れ
ど
、
翌
日
学
校
に
行
っ
て
み

れ
ば
、
そ
ん
な
心
配
は
ふ
き
飛
ん

だ
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、

B
さ
ん

が
私
の
所
に
笑
顔
で
や
っ
て
来
て

楽
し
そ
う
に
話
す
の
だ
。
昨
日
、

私
の
文
句
を
言
っ
て
い
た
と
は
思

え
な
い
よ
う
な
顔
で
。
そ
し
て

B

さ
ん
は
、
驚
い
て
い
る
私
を
前
に
、

友
達
の
悪
口
を
言
い
始
め
た
の

だ
。
私
は
と
て
も
腹
が
立
っ
た
。

と
い
う
よ
り
、
な
ん
だ
か
や
り
き

れ
な
く
な
っ
て
き
た
。
悪
口
を
言

わ
れ
て
い
る
友
達
の
こ
と
が
と
て

も
気
の
ど
く
に
思
え
た
。
そ
し
て
、

そ
の
時
初
め
て
差
別
は
身
近
に
あ

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

身
近
な
差
別
は
本
当
に
よ
く
起

こ
っ
て
い
る
。
例
に

一
つ
あ
げ
る

と
す
れ
ば
、
班
を
作
る
時
の
こ
と

だ
。
い
ろ
い
ろ
な
教
科
に
よ
っ
て
、

学
習
班
な
ど
を
作
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
も
ほ
と
ん
ど
が
私
達
任

せ
だ
。
一
つ
の
ク
ラ
ス
に
は
い
ろ

い
ろ
な
人
が
い
て
、
も
ち
ろ
ん
好

き
嫌
い
も
あ
る
。
だ
か
ら
な
か
な

か
う
ま
く
ま
と
ま
ら
な
い
。
し
か

も
、
班
決
め
と
な
る
と
大
変
だ
。

必
ず
ど
こ
に
も
入
れ
な
い
人
が
で

て
く
る
。
そ
ん
な
人
の
顔
を
見
て

い
る
と
、
自
分
の
こ
と
し
か
考
え

て
な
い
自
分
に
気
づ
き
、
情
け
な

く
な
っ
て
く
る
。
今
年
は
修
学
旅

行
が
あ
る
し
も
ち
ろ
ん
班
決
め
も

あ
る
。
悲
し
い
思
い
を
す
る
人
が

一
人
も
い
な
い
よ
う
に
、
自
分
な

り
に
努
力
を
し
て
、
楽
し
い
修
学

旅
行
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
が
ん

ば
ろ
う
と
回
出
う
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
け
が
、
差

別
や
い
じ
め
だ
と
思
っ
て
い
た
私

に
と
っ
て
、
身
近
な
差
別
に
気
づ

い
た
時
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け

た
。
自
分
が
今
ま
で
し
て
き
た
こ

と
を
恥
ず
か
し
く
思
い
、
自
分
を

嫌
な
奴
だ
と
思
っ
た
。
で
も
そ
の

反
面
、
こ
ん
な
に
大
切
な
こ
と
に
気

付
い
た
私
は
運
が
い
い
と
思
っ
た
。

こ
の
大
切
な
こ
と
を
知
っ
て
か

ら
私
は
、
少
し
ず
つ
考
え
方
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。
前
よ
り
か
は

少
し
だ
け
人
の
悪
口
も
言
わ
な
く

な
っ
て
き
た
。
悪
口
を
言
う
の
は

簡
単
だ
け
ど
、
言
わ
な
い
よ
う
に

心
が
け
る
の
は
な
か
な
か
大
変

だ
。
で
も
や
っ
ぱ
り
気
持
ち
が
い
い
。

ね
え
、
あ
な
た
も
胸
の
奥
に
し

ま
っ
た
ら
?
悪
口
を
言
わ
な
い
で

い
る
の
は
大
変
な
こ
と
だ
け
ど
、

な
か
な
か
い
い
事
だ
と
思
う
よ
。

な
ん
て
、
私
も
偉
そ
う
に
言
っ
て

い
る
け
ど
、
ま
だ
ま
だ
差
別
を
し

て
し
ま
う
。
で
も
、
少
し
で
も
多

く
の
人
に
身
近
な
差
別
に
気
付
い

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
自

分
か
ら
変
え
て
い
き
た
い
と
思

う
。
小
さ
な
事
だ
か
ら
と
か
、
自

分
に
は
関
係
な
い
か
ら
と
か
言
っ

て
逃
げ
て
ば
か
り
じ
ゃ
い
け
な
い

と
思
う
し
、
そ
う
い
う
小
さ
な
こ

と
か
ら
大
き
な
事
件
に
つ
な
が
る

差
別
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
か

ら
。
自
分
を
変
え
て
い
く
の
は
難

し
い
け
ど
、
差
別
の
な
い
学
校
、

差
別
の
な
い
社
会
が
で
き
た
ら
す

ご
く
素
敵
だ
か
ら
、
自
に
見
え
な

い
、
本
当
に
小
さ
な
事
か
ら
無
く

し
て
い
く
よ
う
懸
命
に
努
力
し
ょ

、つシ」白山、つ。
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第

何

回

川

内

町

同
和
教
育
研
究
大
会

人
は
人
、
我
は
我
。

さ
れ
ど
仲
良
き
か
な

川
内
中
学
校
三
年

芳
我

私
は
、
人
聞
社
会
に
と
っ
て
、

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
人
権
を
守

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
第

一
歩
が
、
差
別
を
な
く
す
こ
と
で

は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

「
差
別
」

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
気
持
ち
の

よ
く
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
誰
し
も
い
や
な
気
持
ち
に
な

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
い

や
な

「差
別
」
を
み
ん
な
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

「
私
は
そ
ん
な
こ
と
し
て
い
な

い
よ
と
思
う
人
も
、
気
付
か
な

い
う
ち
に
し
て
い
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

例
え
ば
、
身
近
な
例
で
言
、
っ
と
、

人
の
外
見
だ
け
を
見
て
、

「あ
の
子
い
や

l
o
」

な
ど
と
言
っ
て
、
そ
の
人
の
本
当

の
優
し
さ
を
知
ろ
う
と
も
せ
ず
、

頭
か
ら
そ
の
人
は
「
悪
い
子
」

と

人
権
作
文

洋
美

、

決
め
つ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
で

す
。
私
も
、
人
の
外
見
だ
け
を
見

て
、
そ
の
人
は
こ
ん
な
人
だ
と
決

め
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
で
も
実
際
に
、
そ
の
人
と

話
し
て
み
る
と
、

自
分
の
想
像
し

て
い
た
の
と
全
く
ち
が
っ
て
い
た

り
し
て
、
私
は
、

(
人
を
外
見
だ
け
で
判
断
し
て
は

い
け
な
い
)

と
思
い
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
た

自
分
が
、
は
ず
か
し
く
な
り
ま
し

た
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
顔
・
性

格
・
体
質
で
す
。
し
か
し
、
み
ん

な
同
じ
人
間
で
す
。

「
自
分
と
性
格
が
合
わ
な
い
か
ら

話
さ
な
い
。
」

「
あ
の
子
は
、
運
動
神
経
が
悪
い

か
ら
い
っ
し
ょ
に
遊
び
た
く
な
い
。
」

な
ど
と
い
う
考
え
を
捨
て
な
い
か

ぎ
り
、
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

私
は
新
聞
で
こ
ん
な
記
事
を
読

ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
朝
鮮
学

校
に
通
う
朝
鮮
人
の
女
生
徒
が
、

朝
鮮
半
島
の
民
族
服
を
着
て
通
学

し
て
い
る
と
、
そ
の
民
族
服
を
切

り
裂
か
れ
た
り
、

「朝
鮮
に
帰
れ
。
」
「
気
持
ち
悪
い
。
」

な
ど
と
暴
言
を
吐
か
れ
た
り
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て

こ
の
行
為
に
、
私
と
同
じ
中
学
生

が
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

:
・
。
私
は
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
、

腹
だ
た
し
い
思
い
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
民
族
差
別
で
す
。
し

か
し
、
他
に
も
外
国
人
は
た
く
さ

ん
い
る
の
に
、
そ
の
人
達
に
は
何

も
し
な
い
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。

た
ぶ
ん
そ
れ
は
、
北
朝
鮮
の
核
疑

惑
に
関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
在
日
朝
鮮
人
に
そ
ん
な
こ

と
を
し
て
も
、
何
の
解
決
に
も
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
嫌
が
ら
せ

を
し
て
い
る
人
達
は
、
今
後
の
日

本
が
ど
う
な
る
の
か
見
当
も
つ
か

ず
不
安
で
し
か
た
な
く
、
そ
の
不

安
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
し
て
、

在
日
朝
鮮
人
に
嫌
が
ら
せ
を
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、

そ
れ
は
大
人
の
考
え
で
あ
っ
て
、

中
学
生
は
そ
れ
ほ
ど
深
い
気
持
ち

で
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
、
い
じ
め
を
苦
に

自
殺
す
る
子
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
私
は
こ
れ
を
他
人
事
の
よ
う

に
思
え
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
い

じ
め
は
、
私
の
身
の
回
り
で
も
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

私
は
学
校
で
、
男
子
ど
う
し
で

殴
っ
た
り
、
蹴
っ
た
り
し
て
い
る

の
を
見
ま
し
た
。
そ
れ
は
た
だ
遊

び
の
つ
も
り
で
や
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
周
り
か
ら
見

て
い
て
、
い
や
な
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
私
達
は
人
の
悪
口

を
言
い
ま
す
。
人
間
と
い
う
も
の

は
、
他
人
の
長
所
を
見
つ
け
て
誉

め
る
の
は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん

が
、
短
所
を
見
つ
け
て
ベ
ラ
ベ
ラ

し
ゃ
べ
る
の
は
簡
単
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
短
所
を
理
由
に
、
悪
口

か
ら
い
じ
め
へ
と
発
展
し
て
い
く

の
で
す
。

人
は
誰
で
も
一
番
で
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
よ
り

上
の
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
自
分
よ
り
弱
い
人
に
自
分

の
力
の
強
さ
を
見
せ
つ
け
、
「

一

番
」
と
い
う
優
越
感
を
味
わ
い
た

い
た
め
に
、
い
じ
め
が
起
こ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
じ
め

て
い
る
人
は
、
そ
ん
な
に
深
い
気

持
ち
で
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
い
じ
め
ら

れ
て
い
る
本
人
は
、
と
て
も
傷
つ

い
て
い
る
も
の
で
す
。
軽
い
気
持

ち
か
ら
し
た
こ
と
で
、
人
の
命
が

亡
く
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

私
も
小
学
校
の
時
、
仲
間
は
ず

れ
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
い
つ
も

一
人
で
寂
し
い
思
い

を
し
、
泣
い
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

い
じ
め
の
つ
ら
さ
は
、
い
じ
め
ら

れ
た
本
人
に
し
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
私
は
い
じ
め
の
つ

ら
さ
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
他
の

人
が
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
て
も
、

止
め
る
事

が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
言

い
た
い

事
も
は
っ
き
り
言
え
な

い
、
優
柔
不
断
か
ら

一
歩
脱
皮
し

て、

「
そ
ん
な
こ
と
や
め
よ
う
。
」

と
い
う

一
言
が
言
え
る
よ
う
努
力

し
た
い
で
す
。
「
人
は
人
、
我
は
我
。

さ
れ
ど
仲
良
き
か
な
。」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
人
間

は
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ
ち
が
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
ち
が
い
を
認

め
ず
、
人
を
食
べ
物
の
よ
う
に
よ

り
好
み
し
て
い
て
は
、
後
で
後
悔

し
ま
す
。
人
間
に
、
完
壁
な
人
は

い
ま
せ
ん
。
誰
で
も
欠
点
は
あ
る

も
の
で
す
。
が
、
も
し
そ
れ
が
理

由
で
、
誰
か
ら
も
相
手
に
し
て
も

ら
え
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す

か
。
人
は

一
人
で
は
生
き
て
い
け

な
い

。
家
族
・
友
達

・
周
り
の

人
々
の
助
け
が
あ
っ
て
か
ら
こ
そ

今
の
自
分
が
い
る
の
で
す
。
人
が

生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
他
人
の

ち
が
い
を
認
め
あ
い
、
互
い
に
尊

重
し
合
う
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
る
事
に
よ
っ
て
、
差

別
が
な
く
な
っ
て
い
く
と
、
私
は

思
い
ま
す
。
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私
の

年
間

昨
年
二
月
末
、
支
部
長
と
い
う

身
に
あ
ま
る
大
役
を
悩
み
な
が
ら

お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。
そ
う
し

て
、
も
う
一
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
記
録
に
日
を
通
し
て

い
る
と
、
色
々
な
事
が
頭
の
中
を

駆
け
巡
り
ま
す
。

四
月
不
安
を
抱
え
て
の
最
初

の
支
部
長
会
で
し
た
。
皆
さ
ん
の

笑
顔
の
素
晴
ら
し
き
に
、
コ
チ
コ

チ
に
な
っ
て
い
た
緊
張
が
解
け
て

い
く
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
(
心

配
し
て
い
て
損
し
ち
ゃ
っ
た
。
)

六
月
産
業
道
路
沿
い
の
草
引

き
の
日
は
、
大
変
な
暑
さ
で
し
た
。

「
桜
の
園
」
と
い
う
素
敵
な
名
前

の
場
所
が
あ
る
こ
と
も
、
は
じ
め

て
知
る
事
の
出
来
た
日
で
も
あ
り

ま
し
た
。

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
の
除

草
作
業
で
し
た
。
沢
山
の
人
の
力

で
、
ニ
う
も
は
か
ど
る
も
の
か
と

協
力
の
素
晴
ら
し
き
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
(
花
い
っ
ぱ
い
に

早
く
な
あ
れ
。
)

七
月
「
く
ら
し
の
通
信
講
座
」

の
テ
キ
ス
ト
が
届
き
ま
し
た
。

県
生
活
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
消
費

者
生
活
全
般
に
わ
た
る
基
礎
的
な

知
識
を
身
に
つ
け
る
事
が
目
的
な

の
で
す
。
図
ら
ず
も
、
い
か
に
学

習
す
る
と
い
う
事
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
た
か
と
い
う
事
を
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
(
が
ん
ば
ら
な
く
っ

ち
ゃ
あ
。
)

会
員
研
修
旅
行
で
は
、
大
野
ケ

原
・
五
段
高
原
の
カ
ル
ス
ト
台
地

へ
行
き
ま
し
た
。
愛
媛
ば
な
れ
の

し
た
風
景
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気

分
で
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

久
万
美
術
館
に
も
寄
り
ま
し

た
。
木
造
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た

美
術
館
で
し
た
。
木
造
が
一
層
作

品
を
引
き
立
て
て
い
る
様
に
思
え

ま
し
た
。
(
川
内
に
も
こ
ん
な
文

化
的
な
何
か
が
ほ
し
い
な
あ
。
)

川
上
神
社
の
「
わ
ご
し
祭
」
は
、

夏
季
大
学
と
重
な
っ
て
し
ま
い
、

と
て
も
心
配
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

地
域
の
方
々
の
温
か
い
ご
協
力
で

無
事
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

(
皆
さ
ん
ど
う
も
あ
り
が
と
う
。
)

八
月
支
部
活
動
の
親
子
広
場

と
し
て
、
七
夕
ま
つ
り
を
行
い
ま

し
た
。
三
世
代
が
支
部
公
民
館
へ

集
い
、
七
夕
飾
り

・
不
用
品
販

売

・
夜
庖
・
踊
り
の
輪
と
、
夏
の

夜
を
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
二
百
名

と
い
う
大
家
族
が
広
場
い
っ
ぱ
い

に
楽
し
み
ま
し
た
。
(
年
一
回
の

大
家
族
誕
生
。
笑
顔
、
笑
顔
。
)

九
月
こ
れ
は
公
民
館
活
動
に

な
り
ま
す
が
、
夏
祭
り
の
踊
り
コ

ン
ク
ー
ル
の
日
で
す
。
三
十
一
名

で
参
加
で
き
、
観
光
協
会
長
賞
を

戴
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
日

「
お
手
伝
い
す
る
事
は
、
な
い
で

す
か
?
-

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ
た

N
さ

ん
。
感
謝
し
て
い
ま
す
、
(
や
さ
し

さ
の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。
)

三
恵
ホ

l
ム
で
支
部
長
会
を

し
、
そ
の
後
、
奉
仕
作
業
を
し
ま

し
た
。
尻
敷
用
の
布
の
裁
断
と
縫

製
で
し
た
。
職
員
の
方
の
介
護
用

品
の
説
明
に
は
、
実
際
に
仕
事
さ

れ
て
い
る
方
な
ら
で
は
・
:
の
、
説

得
力
が
あ
り
、
大
変
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
(
や
っ
ぱ
り
プ
ロ
は
、

す
ご
い
。
)

一
月
阪
神
大
震
災
の
募
金
で

は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
、
本
当
に

気
持
ち
よ
く
ご
協
力
下
さ
い
ま
し

た
。
婦
人
会
員
の
つ
な
が
り
を
誇

り
に
思
い
ま
し
た
。
(
被
災
地
の

皆
さ
ん
、
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
)

年
間
桜
学
級
へ
の
希
望
者
を

募
り
、
年
六
回
学
習
し
ま
し
た
。

料
理
・
講
演
・
手
芸

・
三
世
代
交

流
な
ど
、
楽
し
く
受
講
出
来
ま
し

た
、
(
七
年
度
も
参
/
加
し
た
い
な
あ
。
)

以
上
、
ど
の
行
事
に
し
て
も
、

計
画

・
準
備
の
段
階
か
ら
の
苦
労

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
素
敵
な

人
と
の
出
会
い
や
、
大
き
な
発
見

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の

一
年
間
、
支
部
長
に
な
っ

た
が
故
に
、
貴
重
な
勉
強
を
さ
せ

て
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

本
部
の
方
々
、
そ
し
て
支
部
の

会
員
の
皆
様
に
感
謝
し
な
が
ら
、

任
務
を
終
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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婦
人
会
総
会

四
月
十
六
日
同

中
央
公
民
館
大
ホ

l
ル
に
て

南
海
放
送
ラ
ジ
オ
「
く
め
さ
ん

の
空
」
に
出
演
中
の
小
倉
く
め
さ

ん
が
「
母
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
講

演
し
て
下
さ
い
ま
す
。
男
性
で

も
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

遠
慮
な
さ
ら
ず
ご
参
加
下
さ
い
。

議
事
一
時
よ
り
講
演
二
時
よ

り
そ
の
後
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

予
定
。 圭

自
主
」
損
じ
出
し
そ
び
れ
葉
書

集
め
に
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
三
百
八
十
二
枚

集
ま
り
ま
し
た
。
代
金
に
替
え

川
内
町
福
祉
協
議
会
ま
ご
こ
ろ

銀
行
へ
、
贈
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

四
月
の
ボ
カ
シ
作
り
一
同
一
心
販
売

四
月
三
十
日
同
二
時
よ
り

中
央
公
民
館
三
階
に
て

暖
か
く
な
り
ボ
カ
シ
が
威
力

を
発
揮
し
ま
す
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

川
内
町
婦
人
会
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建

当事三

川
内
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
発
足

地
球
上
に
は
五
十
数
億
も
の
人

聞
が
い
ま
す
が
、
一
生
の
聞
に
巡

り
会
え
る
人
の
数
は
知
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
「
あ
あ
こ
の
人
に

出
合
え
て
良
か
っ
た
」
と
云
え
る

人
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
そ
の
人

は
幸
福
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

他
人
に
そ
う
い
う
感
情
を
も
た

せ
る
人
に
な
り
た
い
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
私
ど
も
人
間
の
体
と

い
う
の
は
心
を
容
れ
る
器
で
あ

り
、
こ
れ
に
対
し
て
心
と
い
う
の

は
体
を
操
縦
す
る
も
の
だ
と
云
っ

て
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

健
全
な
る
精
神
は
健
全
な
る
肉

体
に
宿
る
と
諺
に
も
あ
り
、
何
を

云
っ
て
も
身
体
が
健
康
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
反
面
精
神
的
健

康
は
何
か
と
考
え
ま
す
と
、
社
会

人
と
し
て
約
束
ご
と
が
守
れ
る
こ

と
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
国
民

と
し
て
は
法
律
を
、
町
民
と
し
て

は
条
例
規
則
を
、
お
互
い
個
人
で

は
日
常
の
約
束
が
守
ら
れ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

肉
体
と
精
神
の
健
康
と
も
う

一

つ
社
会
的
な
健
康
が
あ
り
ま
す
。

社
会
的
健
康
と
は
他
人
の
世
話

を
只
で
す
る
こ
と
、
お
金
を
戴
か

ず
に
仕
事
を
す
る
こ
と
即
ち
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
で
す
。
例
え
ば
町

角
に
空
缶
が
落
ち
て
お
れ
ば
危
い

か
ら
と
拾
う
、
お
年
寄
り
が
困
っ

て
お
れ
ば
お
手
伝
い
を
す
る
、
淋

し
い
お
年
寄
り
の
話
相
手
に
な
っ

て
云
い
た
い
こ
と
を
心
か
ら
聞
い

て
あ
げ
る
、
技
術
を
も
っ
た
人
は

散
髪
を
し
て
あ
げ
る
、
家
屋
の
修

理
を
し
て
あ
げ
る
、
一
暖
か
い
心
の

こ
も
っ
た
パ
ン
を
焼
い
て
差
し
上

げ
る
、
ま
た
道
端
に
美
し
い
花
を

植
え
て
人
の
心
を
和
ま
せ
る
、

等
々
の
そ
う
い
う
心
ほ
の
ぼ
の
と

し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
杜
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
さ
れ

て
い
る
数
が
十
五
団
体
あ
り
ま

す
。
そ
の
団
体
の
連
絡
協
議
会
が

一
一
月
八
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
一
層
の
活
動
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

川内町ボランティア連絡協議会役員名簿

番号 所 境 代表者氏名

親と子のよい映画を観る会 坂口ゆかり

2 介護ボランティア 高岡繁子

共同募金奉仕団 名 越 保

4 給食ボランティア 高須賀 フヂエ

5 婦人ともしび会 高須賀 フヂエ

6 独居老人友の会 渡部幸子

そばの実パン教室 高須賀政美

8 婦人会 山本アツ子

9 ふれあい花の会 山本アツ子

10 母子福祉会 佐伯ミドリ

11 ボラ〆テイア友の会(家屋修理) 仙波朋近

12 V. Y. S 青野{申

13 民生児童委員会 高須賀英隆

14 理容ボラ ンティア 渡部キミエ

15 老人クラブ連合会 白戸正臣

川
内
町
母
子
会

田
井
武
志

宮
崎
忠
行

松
本
義
法

関
西
商
事
K
K

横
灘
団
地
一
区

且
の
上
区

茶
堂
区

桑
原
貞
利

竹
之
鼻
区

一一二思ム
一品

中
川
清
重

川
内
町
婦
人
会

そ
ば
の
実
パ
ン
教
室

婦
人
と
も
し
び
会

横
灘
団
地
三
区

上
海
上
区

北
方
社
中
会

ヤ
マ
サ
ン
セ
ン
タ
ー
川
内
庖

職
員

一
同

η
ペリ

阪
神
大
震
災

義
援
金
に
つ
い
て

阪
神
大
震
災
の
被
災
者
に
対

し
て
川
内
町
の
皆
様
の
お
寄
せ

下
さ
い
ま
し
た
善
意
は
一
月
末

義
援
金

五
六
三
、
五
一
二
円
で
し
た

が
そ
の
後
も
続
々
と
お
届
け
が

あ
り
二
月
末
で
累
計

八
三
二
、
八
三
七
円
に
達
し

ま
し
た
。
ま
た
役
場
一
階
カ
ウ

ン
タ
ー
の
義
援
金
ボ
ッ
ク
ス
に

は
八
六
、
四
九
六
円
の
浄
財
が

寄
せ
ら
れ
総
計
九
一
九
、
一
一
一一二

三
円
を
県
共
同
募
金
会
へ
送
金

し
ま
し
た
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
受
付
順
)

三
恵
ホ

l
ム

三
恵
ホ

l
ム
あ
ゆ
み
会

高
岡
光
雄

一一一
宙
ゆ
ホ

1
ム
バ
レ

l
チ
1
ム

山
崎
恵
美
子

田
井
親
光

(
敬
称
略
)



国
民
年
金

国民年金保険料が変わります

.変わります-4月からの保険料

11，100円→11，700円

*今回の保険料改定は、将来にわたって安定し

た制度の維持を図るための年金制度改正 に

よるものです。なお、付加保険料は従来どおり

月額400円です。
-幽・・・・・・・園田

納付 区分 定額保険料
定額保険料+

付加保険料

毎月納めた場合 140，400円 145，200円

ト一一一一一

前納した場合 137，010円 141，690円

割引きされる額 3.390円 3.510円

国.4月からは新しい保険証で!

国民健康保険証は、 3月末で有効期限が満了するため、新しい保険証に一斉更新

となります。区長さんから旧保険証と引き換えに新しい保険証をお受け取りくださ

い。不在がちな方は、区長さんへ連絡を取る等円滑な更新にご協力をお願いします。

-こんなときには

届出を!

4月は、一年中で一番

異動の多い月です。異動

があった場合は、:h'早目

に (14日以内に)役場福

祉課国保係へ届出をして

ください。

.届出は、異動のあ った日から14日以内に

)んなときには厄い11引を 持参するもの
T国足イ山市区町村ァぅ、ら転入してきたとき 印1J、λ、I陪i'I'，証明古
に山の健康1>険をやめたとき 印かん、健康保険肉離脱証明書
会生活保i肘受けなくなったとき 叩フウ、ん、保設j発止決定地知西
言問カ口上まれたとき 印かん 保険証、昨寸世取手帳
厚を他市民町村へ桁1'，寸るとき 印かん保険証

也の健康保険に加入したとき 印かん、出保と世保の保険己"
d匂てとき¥ t十活保-設を受けることになったとき 「問、ん、保険証、保品開始決疋j溢知事鉢

ヒピcL丈Lとき 印かん、保険証、死亡を証明するもの
jli職者!2;壇制度に該斗したとき 伝1Iかん、保険証、年金証#

そ JE!職者同岨市Ij皮に該当しなくなったとき 印かん 保険~jf-

のtn町一、 世'iI'iì~_ ，氏名なと与が変わっ た とき 印かんイ'ief'主配

イ1包呆F食 lii~. をなくしたり、 よ こ~h ご{史えなく 印かん {世えな〈なったイ呆険証、
σコ(;0っ犬二とき 身分を而明するもの
とき特干のため子供が他の市区町村に i楕宇 印かん f来陪;~iE イL宇百正明茜
るとき
長期旅行等三別個の保険証がほしいとき 印フう、ん、保険証

福

祉

ーはー

V
乳
幼
児
医
療
費

助
成
(無
料
化
)

に
つ
い
て

平
成
七
年
四
月

一
日
か
ら
、
従

来
の
零
歳
児
医
療
費
助
成
事
業
が

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
に
か
わ

り
、
対
象
者
が
零
歳
児
か
ら
三
歳

未
満
児
に
な
り
ま
す
。

こ
の
改
正
に
伴
う
対
象
者
(
平

成
四
年
四
月
二
日
以
降
の
出
生

者
)
の
保
護
者
へ
は
住
民
基
本
台

帳
か
ら
個
別
に
受
給
資
格
証
の

交
付
申
請
手
続
き
の
案
内
を
し
ま

す
か
ら
早
急
に
、
次
の
も
の
を
持

参
の
土
、
役
場
福
祉
課
ま
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

・
申
請
書

・
印
か
ん

・
零
歳
児
医
療
受
給
資
格
証
を

お
持
ち
の
人
は
資
格
証

-
乳
幼
児
の
名
前
が
記
入
さ
れ

て
い
る
保
険
証
(
社
保
、
国
保
等
)

尚
、
詳
細
は
役
場
福
祉
課
へ
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。



V
老
人
保
健
の
外
来
診
療
の

部
負
担
金
が
か
わ
り
ま
す

老
人
保
健
で
医
療
を
う
け
る
際

の
、
病
院
で
支
払
う
外
来
診
療
の

一
部
負
担
金
千
円
が
、
四
月
一
日

お医者さんの窓口で支払う一部負担金

病気やケガでお医者さんにかかるときは、一つの医療機関 (病・ 医院、 診療所)に

ついて、次のような一部負担金を支払うことになります。

@孟盈歪盃雇曾 1，010円

消費者物価の変動率に脳じて一部負

担金が変わります。

700円

消費者物価の変動率に応じて一部負

担金が変わります。

o匝唾E盃雇星島

りよ
まり
す十

O 円

上
が
っ
て
千
十
円
と
な

(入院時食事療養費り自己負哩J1222;日;i~入院給食費の
定額負担

600円

4 5 0円

3 0 0円

1 日

1 過去12か月 1
90日まで|

主言語 I/の入院日数 I~ 入 院 B
世帯等 I(拡AL)|?11511日

住民税非課税世帯で老齢 l 

福祉年金を受けている人

般加入者
入院時の食事l工ついては、

他の療養にかかる医療費と別

枠で、次のように定額負担し

ていただくことになります。

200円1 日

*住民税非課税世帯等の方は「標準負旭額減額認定証」が必要となりま

すので、市区町村の担当窓口で申請を行ってください。

V
固
定
資
産

課
税
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
四

月
一
日
よ
り
四
月
二
十
日
(
土
曜

日
及
び
日
曜
日
は
除
く
)
ま
で
の

問
、
役
場
税
務
課
に
お
い
て
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い

ま
す
。
ご
自
分
の
土
地
や
建
物
の

価
格
を
お
確
か
め
に
な
り
た
い
方

は
、
期
間
中
無
料
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
こ
し
く
だ

え」い。選

挙

V
統
一
地
方
選
挙

四
月
に
行
わ
れ
る
第
十
三
回
統

一
地
方
選
挙
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
か
か
わ
る
身
近
な
選
挙
で
す
。

こ
ぞ
っ
て
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

統

一
地
方
選
挙
の
日
程

.
愛
媛
県
議
会
議
員
選
挙

告
示
日

三
月
三
十
一
日
制

投
票
日
四
月
九
日
同

-
川
内
町
長
選
挙

告
示
日
四
月
十
八
日

ω

投
票
日
四
月
二
十
三
日
間

-
川
内
町
議
会
議
員
選
挙

告
示
日
四
月
十
八
日

ω

投
票
日
四
月
二
十
三
日
制

な
お
、
川
内
町
長
選
挙
、
川
内

町
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定

者
届
出
関
係
説
明
会
を
四
月
五
日

に
開
催
い
た
し
ま
す
。

募

集
一

V
母
子
家
庭
及
び

寡
婦
自
立
促
進
講
習
会

(
ワ
ー
プ
ロ
)
受
講
者
募
集

口

科

目

ワ
ー
プ
ロ

口
講
習
期
間

4
月
日
目
別
1
6
月
6
日
制

(
毎
週
火

・
金
曜
日
)
の
午
前

日
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

口
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
、
も
し
く
は
そ

の
子
女
又
は
寡
婦
(
年
令
は
お
お

む
ね
的
歳
ま
で
)

口
募
集
人
員

別
名
(
た
だ
し
、
応
募
者
が
多

数
の
場
合
は
選
考
の
上
決
定
)

口
受
講
料

無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
五

O
O
円

は
自
己
負
担
)

口

場

所

松
山
市
中
一
万
町
七
の
三

愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

ロ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

4
月
刊
日
間
ま
で
ビ
印
鑑
を
持

参
の
上
、
愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン

タ

ー

へ

(

合
⑪

一
O
一
一一一
)

本目

E炎

V
電
話
相
談

女
性
の
権
利

一O
番

15 



口口口
直無相愛松場 4
通 科談媛山 月
電 料 弁 市 所 17時
話 護一日

土番 (月)
会町 10 

4 時
の l
1. 15 
の時

口
日

(
m
u
@
O
五
O
七
)

一も
よ
お
し

V

春
の
花
フ
工
ス
テ
ィ
パ
ル

土
寸

4
月
刊
ω
日
幽
1
4
月
初
日
制

午
前
9
時
l
午
後
5
時
(
た
だ

し、

4
月
初
日
は
午
前
9
時
[
午

後

4
時
却
分
)

口

場

所

重
信
町
大
字
下
林
甲
一
一一一

一
O
ノ
一

口
日

圃圃圃圃圃・圃圃・圃

愛
媛
県
花
き
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー

(
合
@
五
八
六
七
)

口
行
事
内
容

・
種
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
フ
ラ
ワ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

.
パ
ザ
l
及
び
ふ
る
さ
と
市

-
ふ
れ
あ
い
動
物
ラ
ン
ド
及
び
遊

具
コ
ー
ナ
ー

・
花
の
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
花
の
展

示ーム一品

・
押
し
花
、

ハ
ー
ブ
展
な
ど

V
前
期
技
能
検
定

口
受
検
資
格

職
業
訓
練
歴
、
学
歴
等
に
よ
り

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
検
定
職

種
に
つ
い
て
の
実
務
経
験
年
数
が

必
要
で
す
。

口
実
施
職
種

造
園
・
機
械
加
工
・
鉄
工
・
建

築
板
金

・
婦
人
子
供
服
・
電
子
機

器
組
立
て
・
建
設
機
械
設
備
・
左

官

・
ブ
ロ
ッ
ク
建
築

・
と
ぴ
・
防

水
施
工
・
サ
ッ
シ
施
工
・
表
装
・

塗
装

・
写
真
・
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
等

部
職
種
目
作
業

口
実
施
期
日

6
月
9
日
幽
!

9
月
日
日
間
ま

で
の
指
定
す
る
日

口
実
施
場
所

指
定
す
る
場
所

口
受
付
期
間

4
月
3
日
間
1
4
月

H
日
幽

口
受
検
手
数
料

実
技
試
験
三
二
、
八

O
O
円

以
内学

科

試

験

二

、

六

O
O
円

口
受
検
案
内

・
申
請
書
の
請
求
友

び
提
出
先

〒
七
九

G

松
山
市
三
番
町
四

丁
目

一
O
ノ一

愛
媛
県
職
業
能
力
開
発
協
会

(
合
⑪
五
八
八
五
)

そ、

fv 
じ
で
す
力、

V
愛
媛
県
中
小
企
業

震
災
対
策
相
談
窓
口
の

開
設
に
つ
い
て

阪
神
大
震
災
に
伴
う
県
内
企
業

へ
の
影
響
に
対
応
す
る
為
、
「
愛

媛
県
中
小
企
業
震
災
対
策
相
談
窓

口
」
を
県
商
工
労
働
部
経
営
指
導

課
・
地
方
局
商
工
労
政
課
・
大
阪

事
務
所
に
開
設
し
ま
し
た
。

相
談
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

0

・
経
営
上
の
問
題
や
悩
み
の
相
談

・
金
融
に
つ
い
て

の
相
談

-
下
請
取
引
等
の
相
談

・
ト
ラ

ッ
ク
輸
送

・
船
舶
輸
送
に

つ
い
て
の
相
談

-
そ
の
他

V
4月
1
日
か
ら
実
施

雇
用
保
険
法
が一

部
改
正

口
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
の
新
設

印
歳
か
ら
臼
歳
ま
で
の
被
保
険

者
の
方
(
5
年
以
上
継
続
勤
務
)

が
、
印
歳
時
点
よ
り
も
部
%
未
満

の
賃
金
で
働
い
て
い
る
場
合
に
、

そ
の
賃
金
の
お
%
を
限
度
と
し
て

「
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
」
が
本

人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

口
育
児
休
業
制
度
の
新
設

-
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
た

め
、
育
児
休
業
を
す
る
被
保
険
者

の
方

(
1
年
以
上
継
続
勤
務
)
に

休
業
前
の
賃
金
の
却
%
相
当
額
が

育
児
休
業
中
に
、
ま
た
、
5
%
が

職
場
復
帰
後
6
か
月
間
雇
用
さ
れ

た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

口
失
業
者
給
付
の
改
善

印
歳
か
ら
日
歳
ま
で
の
被
保
険

者
の
方
が
退
職
し
た
場
合
、
印
歳

時
点
の
賃
金
と
比
べ
て
、
賃
金
日

額
の
高
い
方
を
基
礎
と
し
て
失
業

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ph
u
 

詳
し
い
こ
と
は
、
愛
媛
県
雇
用

保
険
課
ま
た
は
、
お
近
く
の
ハ

ロ
l
ワ
l
ク
(
公
共
職
業
安
定
所
)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

V
愛
媛
県
外
衣
・

シ
ャ
ツ
製
造
業

最
低
工
賃
改
定

4
月
1
日
か
ら
外
衣
・
シ
ャ
ツ

製
造
業
最
低
工
賃
が
改
定
さ
れ
ま

し
た
。
関
係
の
委
託
業
者
は
、
県

内
の
家
内
労
働
者
(
内
職
者
)
に

対
し
、
こ
の
最
低
工
賃
額
以
上
の

工
賃
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

最
低
工
賃
の
額
な
ど
詳
し
く

は
、
愛
媛
労
働
基
準
局
(
岱
@
二

一
O
一
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。



思
い
U

出
め
写
真
大
募
集

川
内
町
中
央
公
民
館
で
は
、
広
く

町
民
の
方
か
ら
昭
和
十
年
頃
か
ら

四
十
年
頃
ま
で
の
家
庭
に
眠
る
思

い
出
の
写
真
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

『
戦
後
五
十
年
を
ふ
り
か
え
る

思
い
出
の
写
真
展
』

募
集
期
間
平
成
七
年
五
月
末
日

ま
で

-
祭
り
な
ど
の
行
事

・
学
芸
会
・
運
動
会
な
ど

・
水
着
・
服
な
ど
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
文
化

・
郵
便
ポ
ス
ト
・
か
ま
ど
な

ど
の
生
活
文
化

・
正
月
料
理
な
ど
の
食
文
化

募
集
方
法

募

集

内

容

必

ず

裏

面

に

撮

影

年

月

日

・

場

各
家
庭
で
思
い
出
に
残
る
ス
所
・
住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
下
さ
い
。

ナ

ッ

プ

写

真

展

示

は

八

月

十

五

日

前

後

の

中

央

・
白
猪
の
滝
な
ど
の
風
景
公
民
館
ロ
ビ
ー
を
予
定
し
て
い
ま

・
学
校
・
役
場
な
ど
の
建
物
す
。

図
書
室
だ
よ
り

中
央
公
民
館
図
書
室
に
、
今
年

度
も
多
く
の
方
々
よ
り
蔵
書
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

(
寄
贈
者
)

近

藤

政

子

様

満

田

武

督

様

大
西
澄
美
子
様

岡

和

幸

様

佐

伯

尚

様

大

石

一

善

様

宇
和
川
利
幸
様

菅

野

俊

一

様

和

田

義

雄

様

(

天

神

)

(
上
之
町
)

(
上
古
市
)

(

保

免

)

(
西
之
側
)

(

保

免

)

(

保

免

)

(

茶

堂

)

(

曲

里

)

片

山

輝

一
様
(
横
灘
団
地
)

二
神

八

重

子

様

(

宝

泉

)

酒
井
キ
ヨ
子
様
(
下
之
町
)

高
須
賀
豊
重
様
横
山
市
(
川
田
出
身
)

小

倉

茂

様

松

山

市

(

ク

)

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。図

書
室
は
、
土
・
日
曜
日
も
利

用
で
き
ま
す
の
、
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
下
さ
い
。
(
火
曜
日
は
お
休

み
で
す
。
)
紙
芝
居
や
児
童
図
書
、

新
刊
書
も
沢
山
入
っ
て
い
ま
す
。

希
望
図
書
の
受
付
も
し
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

犬を飼っている方は、必ず
登録及び狂犬病予防注射を刀

狂犬病予防法が改正され、平成 7年度から犬の生涯、一度の登録に改正されました。(現在飼われて

いる犬は、今回登録をすれば、次からの登録は必要がなくなりますので、今回必ず登録をお願いします。

ただし、狂犬病予防注射については、これからも毎年受けなけれはなりませんJ
なお、これらに必要な料金と、本年度の畜犬登録と狂犬病予防注射日程は下記のとおりです。

5，570円(登録料3，000円、注射料2，570円)

4月17日間瞬間 4月18El (火端日) 4月19B (水曜B) 4月20日 (木H曜日)

9:20-9:45 川内保育園前 9:30-10:15 横灘団地公民館 9:30-9:50 天神住宅 9:40-9:50 
士回 JJI
旧 電 話 中 継 所 前

9:50-10:05 中之町集会所 10:20-10:30 前松瀬川公民館 9:55-10:10 四組青年会館 9:55-10:10 南方西部公民館

10:10-10:30 町西公民館 10:35-10:40 原集会所 10:15-10:25 揚神社 10:20-10:40 北八万集会所

10:35-10:45 高須賀薬厄前 10:45-10:50 烏ノ子集会所 10:30-10:40 東中村集会所 10:45-11:10 大西燃料庖北側

10:55-11:05 南方東公民館 11:00-11:10 三軒屋橋 10:45-11:15 北方東部公民館 11:15-11:35 西中村集会所

11:10-11:20 板戸集会所 11:15-11:20 三軒屋上バス停 11:20-11:25 上海上バス停 11:40-12:00 JA川上農協

11:25-11:45 向井川橋 11:25-11:40 奥松瀬川公民館 11:30-11:45 下海上集会所 13:00-13:20 
温泉青果

則之内集荷場 前

11:50-12:00 高木集会所 11:45-11:50 五柱神社 11:50-12:00 西古市集会所 13:25-13:40 自IJ之内集会所

13:10-13:20 土谷札場 11:55-12:00 川筋木炭庫 13:00-13:15 和田丸集会所 13:45-13:55 永野集会所

13:25-13:40 土谷公民館 13:00-13:15 徳吉村上商庖 13:20-13:30 西谷小学校 14:00-14:25 JA三内農協

13:45-13:50 落出 13:20-13:30 音田杉原商庖 13: 45 -13: 55 井内公民館 14:30-15:00 健康センター

13:55-14:00 弥助成下 13:35-13:50 i可之内公民館 14:05-14:15 井内西集会所

F9 14:05-14:10 郷入口 13:55-14:10 狩場ノfス停留所 14:25-14:35 北間パス{亭

14:15-14:25 滑川消防詰所 14:15-14:25 白猪屋商庖 14:40-14:45 川東集会所

14:30-14:40 梅薮杉原商庖 14:30-14:40 
大屋敷

14:50-15:00 菅野勝宅前
近藤憲男宅上

14:50-15:00 海上車庫 14:45-15∞ 日浦集会所
バ)l

料金
程][日



川
内
町
有
線
放
送
電
話
の

加
入
者
異
動
の
お
知
ら
せ

一一
月
中
の
有
線
放
送
電
話
加
入

者
の
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

O
脱

退

横
灘
団
地

越
智
千
代
子

(
順
二
五
九
六

O

大

西

辰

夫五
一

旦

之

上

小 O
休

坂止

鹿
田

凡
夫五

六
三
八

月 予 防接種計画表

予防按種名 三種(ジフテリア・破傷風・百日咳)混合予防接様 麻疹 (はしか)予防採種

接種日時 平成 7年4月14日(金)午後 2時一 3時 平成 7年4月27日(木)午後 3時一 3時30分

接種場所 健康センター 2階集団検診室 健康センタ -2階集団検診室

対象 者 生後12カ月一90カ月で 1期初回を 3回及び 平成 7年 3月末で l才5カ月以上90カ月未

l年後の l期追加を受けていない者。なお、 i前で麻疹にかかっていない者。

百日咳にかかったことのはっきりしている すでにMMR(麻疹・ j訊疹・おたふくかぜ)

場合は 2種(ジフテリア・破傷風)混合で の混合ワクチンを接種している方は接種の

実施できますので受付で申し出て下さい。 必要はありません。

注 意 事 項 -当日は、会場で体温を計ります。 -当日は、会場で体温を計ります。

-予防接種を受けますと 1週間は他の予防 -予防接種を受けますと 1カ月は他の予防

接種を受けることができません。 接種を受けることができません。

-当日の入浴は差しっかえありません。 -当日の入浴は差しっかえありません。

持 参 品 -母子健康手帳、印鑑、体温計 -母子健康手帳、印鑑、体温計

{荷 若d手 平成 7年4月より予防接種の対象が変更になりました。お子様の母子健康手帳をもう一度

よく見られ、まだ接種していない予防接種は早めに接種してください。

なお、ご不明な点がありましたら、健康センタ一保健婦までお問い合わせ下さい。

健康センター 電話 66-2191 (有線) 5833 

4 

66-4989 

3130 

収集曜日 収 集 地 域 収集日又は収集変更日

月・木 東谷 ・西谷(井内を除く)
時ル一 土谷・滑川・ 天神・鳥の子・ 横灘団地

ーーー・・ーー・ E四国同ー---暢骨 ・・ ・-----晶 晶ー・ 一一一一
変更なし木 井内

火・金 北方・南方
--声明骨骨明開胸明--・司・司・ ーー・・・・・-----一一-------------------------ーー句 ・ ・・

火 奥松瀬川

週 水・土 前松瀬川(鳥の子を除く) 4月29日(土)か、

町筋(天神を除く) 4月28日(金)に変更

電話

有線
清掃センター4月ごみ収集計画表

1.15え，~ごみ

2.ちえ，1<主いごみ

~3I. 集 地 域 ガフス ・空ビン類 空き缶等金物類 粗大ごみ・有資源ごみ

東谷・西谷(井内を除く)
4月10日(月) 4月24日(月)

組大ごみ

天神・鳥の子・横灘団地 年 4回 6月・ 9月

北方・南方・奥松瀬川 4月11日(火) 4月25日(火) 12月. 3月

前松瀬111 (鳥の子を除く)
4月12日(水) 4月26日(水)

有資源ごみ

町筋(天神を除く) 年 4回 5月・ 8月

井内・土谷・滑川 4月13日(木) 4月27日(木) 11月・ 2月

く〉新聞・ダンボール・ビールビン・-升ビン・雑誌・布は資源ごみです !O

-18一



表川に

鯉のぼりを

泳がそう

健康センターだより4月

健康センター

健康センター

// 

二種混合予防接種受付午後 2:00~ 3:00 

育児相談 受付午前 9:00~10:00 

育児学級 受付午後l:00~2:00

1歳 6ヶ月児健康診査

受付午後l:00~2:00

14日 (鉛

17日 (JJ)

27 EI (木)

健康センター

町
で
は
、
子
供
た
ち
の
す
こ
や

か
な
成
長
を
願
い
、
町
民
と
『
桜

ご
一里
』
を
道
行
く
人
々
の
心
を
な

ご
ま
せ
る
た
め
、
表
川
に
鯉
の
ぼ

り
を
泳
が
せ
て
い
ま
す
。

今
年
も
四
月
下
旬
か
ら
泳
が
せ

る
予
定
で
す
。
町
内
及
び
町
外
の

お
知
り
合
い
の
方
で
、
眠
っ
て
い

3歳児健康診査

麻疹予防接種 受付午後 3:00~3:30

一月曜日|不用犬引取り 十戸ijiJL…長年センター

野犬買い上げ

健康相談

母子健康手帳交付

機能回復訓練

。

健康セシター

。

ク

'l 

// 

午前 9:00~12:00 

ろ，

イシ

毎週水曜日

る
鯉
の
ぼ
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

中
央
公
民
館
へ
ご
寄
附
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
十
月
に
滑
川
ふ
る
さ
と

塾
主
催
で
行
わ
れ
ま
す
「
滑
川
た

め
と
も
祭
」
で
も
、
武
者
の
ぼ
り

を
集
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
寄
附

を
お
願
い
し
ま
す
。

ガリラヤ1主

き話番度

4)j2FI 

9 [1 

29日

午後l:00~ 3:00 

宮内病院 松山市北梅本町

中川外科、内科 松山市南梅本町

西本整形外科 重信町田窪

十全医療学院附属病院 川内町南方

西野医院 重信町横河原

30 Fl一一L_~~~~一一一一一一一一一一一Jl I rJq I!!J一一一一一 一66-2226ー

ft75-0091 

ft66-5011 

ft64-2152 

ft76-781l 

ft64-1611 16H 

23日

有線 5833

ft64-5632 (テレホンサービス)

ft66-2191 健康センター

救急病院案内

(問い合わせ先)

戸

案書

窓

の

(
二
月
受
付
分
・
敬
称
略
)

ー
ム

:
 

f

笥
0

0

4

女
お
誕
生
お
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で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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女
ご
め
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祈
り
い
た
し
ま
す
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コ少
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i. 
日
1
M
M
U

春
雨
や
妻
の
欠
伸
を
も
ら
ふ
午
後

高

瀬

照

幸

若

妻

の

赤

い

セ

タ

春

一

番

和
田
寿
喜
枝

反
古
焼
き
し
灰
の
か
ろ
さ
や
春
愁

高
須
賀
茅
花 11111111111111111111111111111111111111 

大
修
理
成
り
て
建
つ
碑
や
彼
岸
寺

高
須
賀
清
江

春
雨
や
と
ろ
り
と
煙
る
瀬
戸
の
海

宮

内

竹

仙

新
し
き
墓
を
濡
ら
し
て
春
の
雨

渡

部

那

美

彼
岸
会
や
亡
き
父
母
し
の
ぶ
姉
妹

戒

能

芙

沙

春
雨
や
旅
の
つ
れ
づ
れ
買
ふ
矢
立

池

川

水

穂

春
の
雨
土
の
命
を
促
し
ぬ

楠

治

子

お
揃
ひ
の
鈴
を
つ
け
や
る
子
猫
か

な

近

藤

千

春

京
靴
の
団
子
屋
も
あ
り
彼
岸
寺

小

倉

静

波

物
売
り
の
屋
台
も
出
ま
す
梅
祭
り

熊

田

慶

一

待
ち
合
は
す
刻
も
愉
し
ゃ
春
の
雨

池

川

鯛

谷

日
J
月一間一日
U

見
知
ら
な
い
人
に
も
会
釈
山
の
道

山

本

紫

芳

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
割
り
込
ん
で
く

る
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
田
野
岡
田
州

素
人
と
思
え
ぬ
マ
マ
が
焼
く
ケ
ー

キ

平

岡

深

舟

林
道
は
肩
が
こ
り
ま
す
九
十
九
折

近

藤

十

歩

割
る
事
の
出
来
な
い
数
は
四
捨
五

入

渡

部

佐

久

良

山
道
を
刈
る
人
も
な
し
過
疎
の
村

今

井

清

水

壁
塗
り
も
素
人
だ
か
ら
丁
寧
に

高

橋

五

陽

笥
が
顔
出
し
て
い
る
山
の
道

都
築
登
貴
子

西
瓜
割
り
ま
わ
り
の
声
が
邪
魔
を

す

る

佐

々

木

胡

舟

素
人
を
そ
の
気
に
さ
せ
る
鐘
三
つ

高

岡

艶

女

貯
金
箱
割
っ
て
差
出
す
義
援
金

篠
森
美
登
里

山
道
を
越
え
れ
ば
近
い
隣
村

田

島

夢

現

村
芝
居
野
次
と
ぶ
た
び
に
ド
ッ
と

湧

き

山

本

ひ

ろ

志

野
地
蔵
に
花
一
輪
の
山
の
道

田

中

若

峯

乱
斗
へ
衛
士
無
言
で
割
っ
て
入
り

高
瀬
喜
撰
亭

四
月
例
会
ご
案
内

四
月

一
日
午
後
七
時
三
十
分

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

〈
題
〉
①
青
春
②
臭
い

③
磨
く

ど
な
た
で
も
ご
参
加
下
さ
い
。

空子

花

の

誕 百".、，-， ，_r 

フ
キ
ノ
ト
ウ

苛 ， 下ヲ 、，

い
よ
い
よ
春
の
到
来
で
あ
る
。

三
月
八
日
、
春
が
す
み
の
遠
景

に
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
野
の

花
さ
、
が
し
に
出
か
け
た
。

松
瀬
川
の
道
を
北
方
の
山
に

向
か
っ
て
車
を

お
」
芯
除
嗣
U
M

走
ら
せ
る
。
田

諜
誠
仙
寝
開

!
 

の
畦
に
は
ナ
ズ

吋

ミ

む

噌《‘唱
、、‘
a
F
h}
'

・J

，.

ナ
、
イ
ヌ
ノ
フ
グ

煽

協

松

島

リ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ

ruぬ
蝉
掴
.

内

4a胃
A
L司
叶
A
.

，.，

な
ど
、
早
春
の

相
暗
駅
ド

ト

花
が
競
い
合
っ

闘
播
『
融
開
]
一

て
咲
い
て
い
司
令
。
別
刷
油
購

wι

ま
ば
ら
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機
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に
風
に
揺
れ
て
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配
磁
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い
た
の
が
つ
い
こ
の
聞
で
あ
っ

た
の
に
、
と
小
さ
な
花
の
力
強

さ
に
感
嘆
し
な
が
ら
、
畦
の
端

を
注
意
深
く
歩
く
。

「
ぁ
、
つ
く
し
も
出
て
い
る
」

思
わ
ず
、
声
が
出
て
し
ま
っ
た
。

枯
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聞
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、
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く
し
の
頭

が
の
ぞ
い
て
い
る
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と
、
そ
こ
こ
こ
に
つ
く
し
が
頭

を
出
し
て
い
た
。
ま
だ
摘
む
に

は
小
さ
く
て
、
思
わ
ず
出
し
た

手
を
引
っ
込
め
な
が
ら
、
も
う

一
度
周
り
を
見
回
す
と
、
小
さ

い
な
が
ら
も
存

在
感
の
あ
る
フ

キ
が
日
射
し
を

叩

浴
び
て
、
そ
こ

に
あ
っ
た
。

こ
の
フ
キ
の

花
穂
が
早
春
の

花
の
代
表
格
の

フ
キ
ノ
ト
ウ
で

あ
る
。
そ
の
香

ば
し
き
、
ほ
ろ

苦
さ
か
ら
早
春
の
味
と
し
て
親

し
ま
れ
、
人
は
春
の
先
ぶ
れ
を

相
?
7
0

ま
だ
こ
の
辺
り
に
は
、
こ
の

フ
キ
ノ
ト
ウ
し
か
見
え
な
い
。

可

そ
の
早
春
の
味
を
想
い
な
が
ら
、

写
真
を
撮
っ
た
。
早
春
の
匂
い

を
か
ぎ
と
る
よ
う
に
。
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